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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外壁に外側肩部が形成されている密封ハウジングと、
　前記密封ハウジング内に固定され、かつ開閉ボタンを有する電気スイッチと、
　前記電気スイッチの前記開閉ボタンを起動可能であるように前記密封ハウジングの内側
に固定される内側磁気ユニットと、
　前記内側磁気ユニットを連動させることが可能であるように前記密封ハウジングの外側
に固定される外側磁気ユニットと、
　前記外側磁気ユニットを駆動可能であるように前記外側磁気ユニットに接続される駆動
ユニットと、
　前記密封ハウジングに接続および固定されることで前記密封ハウジングとの間に収容空
間を構成し、内壁に前記外側肩部と対応可能な内側肩部が形成されているカバーと、を備
え、
　前記駆動ユニットが外力によって駆動される際、前記外側磁気ユニットは前記内側磁気
ユニットを同調作動させることによって前記電気スイッチの開閉を行うことが可能である
ことを特徴とする磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項２】
　前記電気スイッチの前記開閉ボタンは、プッシュ式であり、
　前記内側磁気ユニットは、前記電気スイッチの前記開閉ボタンを上下に移動させること
が可能であるように前記密封ハウジングの内側に固定される第一磁性ユニットであり、
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　前記外側磁気ユニットは、第二磁性ユニットであり、
　前記駆動ユニットは、プッシュ部およびボディー部を有し、当該ボディー部は前記外側
磁気ユニットに接続および固定され、かつ前記内側磁気ユニットとの同性の磁極が互いに
向かい合うように前記収容空間に装着され、前記プッシュ部はユーザーの操作に用いられ
るため前記ボディー部の一端から前記カバーの外側に突出し、
　外力を受ける前の前記駆動ユニットは、前記内側磁気ユニットと前記外側磁気ユニット
との反発力によって第一位置に位置し、外部から前記駆動ユニットが押されると、前記内
側磁気ユニットは前記外側磁気ユニットの反発力によって第二位置まで移動し、同時に前
記電気スイッチの前記開閉ボタンが押され、開閉作動を行い、かつ外力が解除されると、
それぞれのユニットは前記電気スイッチの前記開閉ボタンの回復力によって前記第一位置
まで回復することを特徴とする請求項１に記載の磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項３】
　前記密封ハウジングは、筒状体を呈し、前記内側磁気ユニットは前記電気スイッチの前
記開閉ボタンと前記密封ハウジングの頂部の内側面との間に装着されることを特徴とする
請求項２に記載の磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項４】
　前記外側磁気ユニットは、前記密封ハウジングの頂部に向かい合い、かつ前記内側磁気
ユニットとの間に一定の間隔を有するように前記収容空間内に装着されることを特徴とす
る請求項３に記載の磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項５】
　導磁材料から構成された第一位置制御ユニットをさらに備え、
　前記第一位置制御ユニットは前記外側磁気ユニットの前記第一位置に対応するように前
記カバーの内側面に配置されることを特徴とする請求項２に記載の磁気制御式電気スイッ
チ装置。
【請求項６】
　導磁材料から構成された第二位置制御ユニットをさらに備え、
　前記第二位置制御ユニットは前記内側磁気ユニットの前記第一位置に対応するように前
記カバーの内側面に配置されることを特徴とする請求項２に記載の磁気制御式電気スイッ
チ装置。
【請求項７】
　前記電気スイッチの前記開閉ボタンは、プッシュ式であり、
　前記内側磁気ユニットは、架体および当該架体に接続および固定される内側磁石を有し
、前記架体は、前記電気スイッチの前記開閉ボタンを連動させることが可能であるように
前記電気スイッチに接続され、
　前記外側磁気ユニットは、外側磁石であり、
　前記駆動ユニットは、プッシュ部およびボディー部を有し、前記ボディー部は前記外側
磁気ユニットに接続および固定され、かつ前記内側磁気ユニットの同性の磁極に向かい合
うように前記収容空間に装着され、前記プッシュ部はユーザーの操作に用いられるため前
記ボディー部の一端から前記カバーの外側に突出し、
　外力を受ける前の前記駆動ユニットは、前記内側磁気ユニットと前記外側磁気ユニット
との反発力によって第一位置に位置し、前記駆動ユニットが押されると、前記内側磁気ユ
ニットは前記外側磁気ユニットの反発力によって第二位置まで移動し、同時に前記電気ス
イッチの前記開閉ボタンは押され、開閉作動を行い、かつ外力が解除されると、それぞれ
のユニットは前記電気スイッチの前記開閉ボタンの回復力によって前記第一位置まで回復
することを特徴とする請求項１に記載の磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項８】
　前記架体は、第一開口部を有する第一筒部および前記第一開口部に位置する第一外縁部
を有し、前記内側磁石は前記第一外縁部に固定されることを特徴とする請求項７に記載の
磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項９】
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　前記駆動ユニットの前記ボディー部は、第二開口部を有する第二筒部および前記第二開
口部に位置する第二外縁部を有し、前記外側磁石は前記第二外縁部に固定されることを特
徴とする請求項８に記載の磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項１０】
　前記電気スイッチの前記開閉ボタンは、第一位置と第二位置との間を回転可能であり、
　前記内側磁気ユニットは、前記電気スイッチの前記開閉ボタンを連動させることが可能
であるように前記密封ハウジング内に装着される内側フレームと、当該内側フレームに固
定される複数の内側磁石とを有し、
　前記外側磁気ユニットは、回転可能なように前記密封ハウジングの外側に装着される外
側フレームと、前記内側磁石との異性の磁極が互いに向かい合うように前記外側フレーム
に固定される若干の外側磁石とを有し、
　前記駆動ユニットは、前記外側フレームを連動させることが可能であるように外側フレ
ームに接続および固定され、
　前記駆動ユニットが外力を受ける前、前記電気スイッチの前記開閉ボタンは前記第一位
置に位置し、前記駆動ユニットが一定の角度まで回されると、前記外側磁気ユニットは吸
引磁力によって前記内側磁気ユニットを駆動することによって前記電気スイッチの前記開
閉ボタンを前記第二位置まで移動させ、開閉作動を生じ、また前記駆動ユニットが反対方
向の一定の角度まで回されると、前記電気スイッチの前記開閉ボタンは前記第一位置まで
回復することを特徴とする請求項１に記載の磁気制御式電気スイッチ装置。
【請求項１１】
　導磁材料から構成された磁性のある位置制御ユニットをさらに備え、
　前記位置制御ユニットは前記外側磁石との異性の磁極が互いに向かい合うように前記カ
バーの外側面に固定されることを特徴とする請求項１０に記載の磁気制御式電気スイッチ
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気制御式電気スイッチ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般の家庭用電気に使われている電気スイッチにおいて、構造を設計する際、防湿機能
は考慮の対象外とされるため、湿気または水気が多い際、電気スイッチは正常に操作でき
なくなるだけでなく、短絡現象が発生するおそれがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の主な目的は、水気がスイッチ内部に浸入するという現象を確実に防止すること
を可能にする磁気制御式電気スイッチ装置を提供することである。
　本発明のもう一つの目的は、構成が簡単で製造コストが低い磁気制御式電気スイッチ装
置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上述の目的を達成するために、本発明による磁気制御式電気スイッチ装置は、密封ハウ
ジング、電気スイッチ、内側磁気ユニット、外側磁気ユニット、駆動ユニットおよびカバ
ーを備える。密封ハウジングは外壁に外側肩部が形成されている。電気スイッチは、密封
ハウジング内に固定され、回転またはプッシュ方式によって電気接点を制御する開閉ボタ
ンを有する。内側磁気ユニットは、スイッチの開閉ボタンを起動可能であるように密封ハ
ウジングの内側に固定される。外側磁気ユニットは、内側磁気ユニットを連動させること
が可能であるように密封ハウジングの外側に固定される。駆動ユニットは、外側磁気ユニ
ットを駆動可能であるように外側磁気ユニットに接続される。カバーは、密封ハウジング
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に接続および固定されることで密封ハウジングとの間に収容空間を構成し、内壁に外側肩
部と対応可能な内側肩部が形成されている。駆動ユニットが外力によって駆動される際、
外側磁気ユニットは内側磁気ユニットを同調作動させることによって電気スイッチの開閉
を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本発明の第1実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置を示す側面図である。
【図２】本発明の第1実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置において電気スイッチ
が第一位置に据えられた状態、即ち外力によって押される前の状態を示す断面図である。
【図３】本発明の第1実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置において電気スイッチ
が第二位置に据えられた状態、即ち外力によって押された後の状態を示す断面図である。
【図４】本発明の第２実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置において電気スイッチ
が第一位置に据えられた状態、即ち外力によって押される前の状態を示す断面図である。
【図５】本発明の第３実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置において電気スイッチ
が第一位置に据えられた状態、即ち外力によって押される前の状態を示す断面図である。
【図６】本発明の第３実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置において電気スイッチ
が第二位置に据えられた状態、即ち外力によって押された後の状態を示す断面図である。
【図７】本発明の第４実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置を示す断面図である。
【図８】図７中の８－８線に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　以下、本発明の実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置を図面に基づいて説明する
。
　　　（第１実施形態）
　図１から図３に示すように、本発明の第１実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置
１０は、密封ハウジング１２、電気スイッチ１４、内側磁気ユニット１６、外側磁気ユニ
ット１８、カバー２０および駆動ユニット２２を備える。
【０００７】
　密封ハウジング１２は、円筒状を呈し、内部の収容空間が電気スイッチ１４および内側
磁気ユニット１６の格納に用いられる。電気スイッチ１４は、本実施形態においてボタン
１４２を有する従来のプッシュ式スイッチである。ボタン１４２が押される前、電気スイ
ッチ１４は遮断状態を呈する。ボタン１４２が外力によって押された後、電気スイッチ１
４は導通状態を呈する。外力が解除されると電気スイッチ１４は内部の弾性ユニットによ
って遮断状態に回復する。この構成部分は本実施形態の特徴ではないため、説明を省略す
る。
【０００８】
　図２に示すように、内側磁気ユニット１６は、本実施形態において密封ハウジング１２
の頂部の内側面１２２と電気スイッチ１４のボタン１４２との間に装着される第一磁性ユ
ニットである。
【０００９】
　カバー２０は、密封ハウジング１２とともに円筒状を呈し、かつ下側に開口部２０２を
有する。密封ハウジング１２は開口部２０２からカバー２０の内部に装着され、外側肩部
２０４および内側肩部１４４によって位置が決められ、カバー２０の内部に収容空間２４
を形成する。収容空間２４は外側磁気ユニット１８および駆動ユニット２２の装着に用い
られる。
【００１０】
　駆動ユニット２２は、ボディー部２２２およびプッシュ部２２４を有する。ボディー部
２２２は収容空間２４に装着され、外径がプッシュ部２２４より大きい。プッシュ部２２
４はカバー２０の頂面２０６から外部に突出する。外側磁気ユニット１８は、本実施形態
において駆動ユニット２２のボディー部２２２の下端に接続および固定される第二磁性ユ
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ニットである。
【００１１】
　本実施形態において、外側磁気ユニット１８と内側磁気ユニット１６は、同性の磁極が
互いに向かい合うように配置される。図２に示すように、駆動ユニット２２が外力によっ
て駆動される前、外側磁気ユニット１８と内側磁気ユニット１６との間には互いに磁気反
発力によって一定の間隔ｄを有するが、反発力によって電気スイッチ１４のボタン１４２
を下へ押すことはできない。説明のために図２に示した部品の位置は第一位置とする。
【００１２】
　駆動ユニット２２のプッシュ部２２４が外力によって図３に示した位置まで下がる際、
内側磁気ユニット１６は外側磁気ユニット１８の反発力によって下がると同時に電気スイ
ッチ１４のボタン１４２を圧迫すると、電気スイッチ１４は導通状態を呈する。同様に説
明のために図３に示した部品の位置は第二位置とする。外力が解除さると、電気スイッチ
１４のボタン１４２は自らの回復力によって押される前の状態に回復し、内側磁気ユニッ
ト１６および外側磁気ユニット１８はそれぞれ第一位置に回復する。
【００１３】
　　　（第２実施形態）
　図４に示すように、図１に示した第１実施形態とくらべて、本発明の第２実施形態はさ
らに導磁材料から構成された上方位置制御ユニット２６および下方位置制御ユニット２８
を備える。
【００１４】
　上方位置制御ユニット２６は、外側磁気ユニット１８の第一位置に対しカバー２０の内
側面に固定される。下方位置制御ユニット２８は、内側磁気ユニット１６の第一位置に対
しカバー２０の内側面に固定される。上方位置制御ユニット２６と外側磁気ユニット１８
および下方位置制御ユニット２８と内側磁気ユニット１６は、外力の影響を受けない限り
、互いに吸引し合うことによって位置制御機能を生じることが可能である。
【００１５】
　　　（第３実施形態）
　図５および図６に示すように、本発明の第３実施形態による磁気制御式電気スイッチ装
置３０は、密封ハウジング３２、電気スイッチ３４、内側磁気ユニット３６、外側磁気ユ
ニット３８、カバー４０および駆動ユニット４２を備える。
【００１６】
　密封ハウジング３２は、筒部３２２と、筒部３２２の下端に位置する円盤部３２４とを
有する。電気スイッチ３４は前述実施形態と同じようにボタン３４２を有する従来のプッ
シュ式スイッチである。
【００１７】
　内側磁気ユニット３６は、架体３６２と、架体３６２に接続および固定される内側磁石
３６４とを有する。本実施形態において、架体３６２は筒部３６６および外縁部３６８を
有する。内側磁気ユニット３６を組み立てる際、電気スイッチ３４の外側に架体３６２を
被せ、外縁部３６８の表面に内側磁石３６４を固定する。続いて密封ハウジング３２内に
それらを装着する。内側磁気ユニット３６が作動する際、架体３６２が下に移動すると、
同時に電気スイッチ３４のボタン３４２が下に押される。
【００１８】
　カバー４０は、円筒状を呈し、密封ハウジング３２の外側に被さることでカバー４０と
密封ハウジング３２との間に収容空間４４が形成される。駆動ユニット４２は筒状ボディ
ー部４４４、プッシュ部４４２および外縁部４４６を有する。外側磁気ユニット３８は本
実施形態において駆動ユニット４２の外縁部４４６の底面に接続および固定される磁性ユ
ニットである。
【００１９】
　組み立てる際、駆動ユニット４２の筒状ボディー部４４４は密封ハウジング３２の筒状
ボディー部３２２の外側に被さることで収容空間４４内に位置付けられる。プッシュ部４
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４２は外部に突出する。
【００２０】
　駆動ユニット４２のプッシュ部４４２が外力によって図６に示した第二位置に下がる際
、内側磁気ユニット３６は外側磁気ユニット３８の反発力によって下がると同時に電気ス
イッチ３４のボタン３４２を圧迫すると、電気スイッチ３４は導通状態を呈する。外力が
解除されると、電気スイッチ３４のボタン３４２は自らの回復力によって押される前の状
態に回復し、内側磁気ユニット３６および外側磁気ユニット３８はそれぞれ図５に示した
第一位置に回復する。
【００２１】
　　　（第４実施形態）
　図７および図８に示すのは本発明の第４実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置で
ある。前述した実施形態との違いは次の通りである。電気スイッチは回転方式によって開
閉を行うタイプであり、内側磁気ユニットと外側磁気ユニットは配置方式が異なる。
【００２２】
　本実施形態による磁気制御式電気スイッチ装置６０は、密封ハウジング６２、電気スイ
ッチ６４、内側磁気ユニット６６、外側磁気ユニット６８、カバー７０および駆動ユニッ
ト７２を備える。
【００２３】
　密封ハウジング６２は、筒状ボディー部６２２および突状軸部６２４を有する。筒状ボ
ディー６２２は内部が電気スイッチ６４および内側磁気ユニット６６の格納に用いられる
。
【００２４】
　内側磁気ユニット６６は、内側フレーム６６２および八つの内側磁石６６４を有する。
内側フレーム６６２はボディー部６６６および嵌合部６６８を有する。内側磁気ユニット
６６を組み立てる際、電気スイッチ６４の外側にボディー６６６を被せ、開閉ボタン６４
２に嵌合部６６８を嵌める。
【００２５】
　外側磁気ユニット６８は、外側フレーム６８２および八つの外側磁石６８４を有する。
外側フレーム６８２はボディー部６８６および軸心部６８８を有する。外側磁気ユニット
６８を組み立てる際、密封ハウジング６２の外側にボディー６８６を被せ、密封ハウジン
グ６２の突状軸部６２４に軸心部を嵌める。このとき外側フレーム６８２は密封ハウジン
グ６２を囲みながら回転することが可能である。外側磁石６８４は内側磁石６６４との異
性の磁極が互いに向かい合うようにボディー部６８６の内側面に装着される。
【００２６】
　カバー７０は、外側磁気ユニット６８の外側フレーム６８２の外側に被さり、密封ハウ
ジング６２に接続および固定される。駆動ユニット７２は固定ピン７４によって外側フレ
ーム６８２の軸心部６８８に接続される。
【００２７】
　駆動ユニット７２が外力を受ける前、電気スイッチ６４の開閉ボタン６４２は第一位置
に据えられる。ユーザーが外部から駆動ユニット７２を一定の角度まで回すと、外側磁気
ユニット６８は磁力の吸引力によって内側磁気ユニット６６を駆動することによって電気
スイッチ６４の開閉ボタン６４２を第二位置まで回転させ、開閉作動を生じる。ユーザー
が外部から駆動ユニット７２を反対方向の一定の角度まで回すと、電気スイッチ６４の開
閉ボタン６４２は第一位置に回復する。
【００２８】
　上述した通り、本発明による磁気制御式電気スイッチ装置は、電気スイッチが密封状態
下で操作されるため、湿気が原因で電気スイッチを正常に開閉できないという欠点を確実
に解決することが可能である。また電気スイッチ機構は構造が非常に簡単であるため、製
造コストを低減することができる。
【符号の説明】
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【００２９】
１０　・・・磁気制御式電気スイッチ装置、　
１２　・・・密封ハウジング、　
１２２・・・内側面、　
１４　・・・電気スイッチ、　
１４２・・・ボタン、　
１４４・・・内側肩部　
１６　・・・内側磁気ユニット、　
１８　・・・外側磁気ユニット、　
２０　・・・カバー、　
２０２・・・開口部、　
２０４・・・外側肩部、　
２０６・・・頂面、　
２２　・・・駆動ユニット、　
２２２・・・ボディー部、　
２２４・・・プッシュ部、　
２４　・・・収容空間、　
２６　・・・上方位置制御ユニット、　
２８　・・・下方位置制御ユニット、　
３０　・・・磁気制御式電気スイッチ装置、　
３２　・・・密封ハウジング、　
３２２・・・筒部、　
３２４・・・円盤部、　
３４　・・・電気スイッチ、　
３４２・・・ボタン、　
３６　・・・内側磁気ユニット、　
３６２・・・架体、　
３６４・・・内側磁石、　
３６６・・・筒部、　
３６８・・・外縁部、　
３８　・・・外側磁気ユニット、　
４０　・・・カバー、　
４２　・・・駆動ユニット、　
４４４・・・筒状ボディー部、　
４４２・・・プッシュ部、　
４４６・・・外縁部、　
４４　・・・収容空間、　
６０　・・・磁気制御式電気スイッチ装置、　
６２　・・・密封ハウジング、　
６２２・・・筒状ボディー部、　
６２４・・・突状軸部、　
６４　・・・電気スイッチ、　
６４２・・・開閉ボタン、　
６６　・・・内側磁気ユニット、　
６６２・・・内側フレーム、　
６６４・・・内側磁石、　
６６６・・・ボディー部、　
６６８・・・嵌合部、　
６８　・・・外側磁気ユニット、　
６８２・・・外側フレーム、　
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６８４・・・外側磁石、　
６８６・・・ボディー部、　
８８　・・・軸心部、　
７０　・・・カバー、　
７２　・・・駆動ユニット、　
７２４・・・固定ピン

【図１】 【図２】
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【図６】

【図７】

【図８】
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